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業績予想の修正及び特別損失の計上に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、本年5月16日の決算発表時に公表いたしました当社平成18年9月中間期（平成

18年4月1日～平成18年9月30日）及び平成19年3月期（平成18年4月1日～平成19年3月31日）の業績予想につき

まして、下記のとおり修正いたします。 

併せて、平成18年9月中間期において、環境対策費用を特別損失に計上することとなりましたので、お知ら

せいたします。 

 

記 

 

１． 平成19年3月期連結業績予想数値の修正 

(1)中間期(平成18年4月1日～平成18年9月30日) 

（単位：百万円） 

                                              売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

     前回発表予想（Ａ） 
  (平成18年5月16日発表) ９３,０００ １,８００ １,１００ ６００ 

    今回修正予想（Ｂ） ８９,０００ １,２００ ８００ △ １,１００ 

    増 減 額（Ｂ－Ａ） △ ４,０００ △   ６００ △   ３００ △ １,７００ 

    増 減 率（％） △   ４.３ △  ３３.３ △  ２７.３ －  

前期実績(平成17年9月期) ９３,２２３ ３,７１２ ３,２４９ ３,６８７ 

 

(2)通期(平成18年4月1日～平成19年3月31日) 

（単位：百万円） 

                                                                    売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

     前回発表予想（Ａ） 
  (平成18年5月16日発表) １９０,０００ ５,６００ ４,３００ ３,０００ 

    今回修正予想（Ｂ） １８６,０００ ５,０００ ４,０００ １,３００ 

    増 減 額（Ｂ－Ａ） △ ４,０００ △   ６００ △   ３００ △ １,７００ 

    増 減 率（％） △   ２.１ △  １０.７ △   ７.０ △  ５６.７ 

前期実績(平成18年3月期) １８４,１７６ ５,２２８ ４,５４７ ５,８６２ 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

２． 平成19年3月期単独業績予想数値の修正 

(1)中間期(平成18年4月1日～平成18年9月30日) 

（単位：百万円） 

                                     売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

     前回発表予想（Ａ） 
  (平成18年5月16日発表) ６８,０００ ６００ ２００ ２００ 

    今回修正予想（Ｂ） ６５,０００ ３００     ０ △ １,４００ 

    増 減 額（Ｂ－Ａ） △ ３,０００ △   ３００ △   ２００ △ １,６００ 

    増 減 率（％） △   ４.４ △  ５０.０  △  １００.０ －  

前期実績(平成17年9月期) ６９,８１２ ２,０００ １,６１２ ２,９０４ 

 

(2)通期(平成18年4月1日～平成19年3月31日) 

（単位：百万円） 

                                                                    売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

     前回発表予想（Ａ） 
  (平成18年5月16日発表) １３９,０００ ３,０００ １,９００ １,７００ 

    今回修正予想（Ｂ） １３６,０００ ２,７００ １,７００ １００ 

    増 減 額（Ｂ－Ａ） △ ３,０００ △   ３００ △   ２００ △ １,６００ 

    増 減 率（％） △   ２.２ △  １０.０ △  １０.５ △  ９４.１ 

前期実績(平成18年3月期) １３５,２７８ ２,４４９ １,９９８ ２,９４８ 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る

本資料発表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって異なる結果となる可

能性があります。 

 

３．修正の理由 

（単独） 平成19年3月期の単独業績予想につきましては、国内OEMの販売不振及び価格競争の激化並びに下記

「４.特別損失の発生及びその内容」に記載の特別損失の計上等により、売上高、営業利益、経常利

益、当期純利益が決算発表時に公表しております業績を下回る見込みとなりました。 

 

（連結） 平成19年3月期の連結業績予想につきましては、上記単独の影響に加え、台湾をはじめとする一部

のアジア地域における販売不振等により、売上高、営業利益、経常利益、当期純利益が決算発表時に

公表しております業績を下回る見込みとなりました。 

 

４.特別損失の発生及びその内容 

当社は、ISO14001にもとづく環境方針に則り、自主的に当社保有の土地を調査いたしましたところ、一

部の土壌からふっ素が検出されました。これらの除去等対策を施すための費用引当（特別損失）として1,400

百万円を平成18年9月中間期に計上いたします。今後の具体的対応につきましては、さらに詳細調査を実施

し、行政と相談の上進めてまいります。 

なお、除去等対策を施すための費用引当については、現段階での調査にもとづき算出しており変動する

可能性があります。 

 

以 上 


